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Bad Influences caused by Supporting



支援   介入 引 起  悪影響

 悪 影響

 社会       破壊

 既得権 時間 労力   奪取

 考  変化       問題発生

 妬  発生       問題発生 人間関係 破壊    



悪 影響
 奪    壊    

下水道事業 NGO 

   固形排出物回収業者 失職 

    伝統的循環     壊   

男性 対  物資 土地 金融 供 NGO 

   女性 得      利益 奪   

 対象 人 物  関連       把握    必要性



悪 影響
 妬  発生 

識字教育 職業訓練 NGO 
 支援 受    妬  抱  住民 NGO 事務所襲撃 

道路整備技術支援 JICA 
 支援 受  仕事 貰     住民        崩壊 

教育支援 学生団体 

 現地      権力 向上  元   権力者 対立 

 村 分裂 危機  

水道建設支援 NGO 
 妬  発生      悪影響      

 妬  発生       

  発生  場合 問題 繋       把握    必要性



妬  着目

▶ 時間  金 人材 限    

   支援 十分 受    人 十分 受     人 存在  受
     人 多  少   必然的 妬  抱 

     場面  生   妬  着目

   間接的 支援                 組 込     人  妬  
発生 問題発生 気付   可能性    

   外部  少   介入  場合 外部 調査  支援   方 考  必要性  
関        責任    



Mechanism of Envy
    仕組  知    対処    



⽀援 妬み 破壊的⾏動
問題発⽣

(⼈間関係変化など)

妬  発生  
悪 影響     仕組 

  基準  満      妬  破壊的行動 発生  

 領域重要度 
 獲得可能性 
 類似性 

 妬  強 
 阻害要因 弱  
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妬  発生原因
支援者 not支援者 近 (類似性)
 能力 態度    自分 比較   他者  類似度合  高  妬  喚起      

  例 地位 経歴 職業 家族構成 資産

支援 重要度(領域重要度)
   領域 自分     重要度合  高  妬  喚起      

  例   地域 生  上 必要 大切    優先順位 高    

    日本   親     教育

支援 獲得可能性

 相手  差 少       自分 相手    望   状態        獲得       
見込 認知 度合  高  妬  喚起      

  例 自分 他 人 同等 支援 受       

   

 3  基準           受       支援 ”諦     ”

場合妬  抱   考      
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破壊的行動 発生原因

妬  強  阻害要因 弱 時

破壊的行動 生  

  

 阻害要因…元  人間関係 恩返  仕組  社会的地位 

      行動 影響力 行動 反抗      諦  etc.



     紹介            …

識字教育 職業訓練 NGO 
 支援 受    妬  抱  住民 NGO 事務所襲撃 

道路整備技術支援 JICA 
 支援 受  仕事 貰     住民        崩壊 

教育支援 学生団体 

 現地      権力 向上  元   権力者 対立 

 村 分裂 危機  

水道建設支援 NGO 
 妬  発生      悪影響      



What to Research



 具体的  妬  発生 防   
   人間関係 破壊     
行動 破壊的行動  防    
何         



⽀援 妬み 破壊的⾏動
問題発⽣

(⼈間関係変化など)

妬  発生  
悪 影響     仕組   考    

  基準  満      妬  破壊的行動 発生  

 領域重要度 
 獲得可能性 
 類似性 

 妬  強 
 阻害要因 弱  

 妬  発生原因 阻害要因 考慮      妬
  発生   支援  妬  発生   破壊的行
動 起    支援      可能      
考慮      調査 必要
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妬  発生原因
支援者 not支援者 近 (類似性)
 能力 態度    自分 比較   他者  類似度合  高  妬  喚起      

  例 地位 経歴 職業 家族構成 資産

支援 重要度(領域重要度)
   領域 自分     重要度合  高  妬  喚起      

  例   地域 生  上 必要 大切    優先順位 高    

    日本   親     教育

支援 獲得可能性

 相手  差 少       自分 相手    望   状態        獲得       見込 
認知 度合  高  妬  喚起      

  例 自分 他 人 同等 支援 受       

   

支援     支援対象予定者      人 関係 類
似性 領域重要度 獲得可能性 調  
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破壊的行動 発生原因

妬  強  阻害要因 弱 時

破壊的行動 生  

  

 阻害要因…元  強 人間関係 恩返  仕組  

      行動 影響力 行動 反抗      諦     etc.

 

対象地域 対象者 破壊的行動 阻害  要因 
    調  



何 調査      

類似性 領域重要度 獲得可能性    

     人    何 ”大切” 

       場合 諦    誰 何 支援   時諦    

        人間関係    

破壊的行動 阻害  要因    

            有無 関係性 強  弱   

   恩返  仕組 

   誰 対   ”反抗   無駄”  諦  生   



How to Research



  調査      

 本心 真実 聞 

 相手 負担 考  

 他 人 頼 



  調査       本心 真実 聞 

発言     受 取   

相手 本心 真実 言      限   

発言 背景 考  

発言  意図 理由   

支援者 被支援者―支援 獲得     回答 行    

調査者 被調査者―調査者 望 回答 行    



  調査       本心 真実 聞 

本心 真実 話        工夫  

考      事実 聞 

例 井戸 作 支援    調査 場合

考  聞 質問       水 手 入        水 手 入
    大変     井戸        

事実 聞 質問   水    手 入      

本心 真実 話    雰囲気 作 

仲良   

          形式     自然 会話 中 聞 

 礼 渡 



  調査       相手 負担 考  

教           意識   

 調査    時間 割        

相手 負担 減  

  礼 渡 

 調査   雰囲気 出   相手    楽   有意義 会話 
     心   



  調査          人 頼 

 本 読 

 調査   方 本

e.g.)  調査      迷惑 

 途上国 人   話 方―国際協力            手
法 

 他 事例 書    本

 教授 NGO JICA 国際機関 方  聞 

 調査方法 事例  



    手順 聞         
〜ADYF 場合〜 参考 

    人 対象 人間間関係              詳  聞       
         対象   農村 重要 聞 

 村 権力者  村 状況 歴史 出来事 権力関係 聞 

     作     各家庭 重要          ADYF        食
 物 病気  金 大事  認定    恩返     聞 

        重視      選択肢 予 用意      重視      
     人 得       諦          状況    諦     
    聞 

 権力関係 社会     ”大切   ” 直接質問 把握    難  …
発言 背景 事実質問 生活    中 探        
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        調査 結果
一例

Y  

S  
T  
M  

T   親戚 
P  
S  

T  
P  

H   親戚 

L  
T  

K  

J   親戚 

J   親戚 

C   親戚 

赤 食 物 共有 緑 病気 時助   青  金 貸 借  橙 家 建築



   

 支援 悪影響 引 起       

 妬    悪影響 回避       妬  発生原
因 破壊的行動 阻害要因 調査      重要

 調査 内容 方法  十分 気 配 
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ワークショップ！！

①どのような妬みが生じるうるかな？
②どうしたら問題を発生させないようにできるかな？
③何をどう調査すればいいのかな？



対象地
ダビデ島ファラオ村　人口は4千人で1日1ドル以下で暮らす人が人

口の7割、労働者の8割が農業か食料品の販売を行っている。それ
以外に医者、先生、役人、大工、衣類を作る人、工作物を作る人
などがいる。

村には複数の部族が分かれて生活しており、それぞれの部族の社会
システム(伝統やＳＣ)、価値観は異なっている。（恩恵を再分配
する伝統がある部族や、上下関係が厳しい部族等があるらしい。）

部族間での所得の差や教育レベルの差はないが、部族内では差が著
しい。

一方、村全体の社会システム(ある一部族の長が村全体の物事をよく
決める)や価値観(平等志向)が存在し、公民館などの公共施設は村
の共有物になっている。



プロジェクト
目的：
　　お金(20万),人(5人),時間(1か月×2)が限られている中
で、問題を最小限に抑えながら、女性に対する職業訓
練を行う。

概要：　
　 裁縫に関する職業訓練
　 NGOスタッフは5人、ミシンは5台あり、寄贈予定
　 訓練に参加してもらうため昼ご飯を調達して出す予定
　 セミナー終了後もミシンや学んだことを有効活用してもら
えるよう、リーダーを選んで管理を任せる予定
　 実施場所は共有物である公民館
　 対象の選び方は未定



①妬みが発生しそうなポイントをブレスト！

誰が誰に妬みを抱きうるだろうか？ブレストして
みましょう。

 ブレストとは？ブレインストーミングの略で、
まず個人が思いつくだけの答えをポストイット
等に書き出し、その後班で共有しながらグルー
ピング(まとめ)をする。共有は手短に、かつ共有
者を批判しないこと！

　　３分：個人で考える
　　   　 2分：共有＋まとめる



実際の例では？

　 訓練を受けられない人が妬みを抱く
　 男性が女性に妬みを抱く
　 訓練を受けられない部族が妬みを抱く
　 ミシンを貰えない人が妬みを抱く
　 リーダーに選ばれなかった人が妬みを抱く
　 昼食用の食材等を買ってもらえなかった人が妬みを抱く
　
　 ある部族だけが公民館を使っていた場合、別の部族がそれが奪

われたと感じて、嫉妬する例
　　 今まで衣服を作っていた人が特権が奪われたと感じ、嫉妬する

例
　　 男性が女性、地主が小作人を奪われたと感じ、嫉妬する例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



②問題が生じない方法（仮説）

次のスライドも参考に、想定した妬みが生じにくい　or　
妬みが生じても問題が発生しづらい方法を考えてみよう。

(a)どういう人(部族、職業、所得、地位etc.)を対象に
(b)どのような方法でプロジェクトを実行するとよいか
(仮説)　 直接支援をしない人のことも考える
　　

　　4分：個人で考える
　　　 3分：共有
　　　　　 6分：グループディスカッション
　　　　　　　 3分：全体で共有(理由→a→bの順で話す)



 妬みが発生しづらい

　＝類似性、領域重要度、獲得可能性が低い
支援者とnot支援者の近さ(類似性)
　能力や態度などで、自分と比較される他者との類似度合い。高いと妬みが喚起されやす
い。
　　例）地位、経歴、職業、家族構成、資産

支援の重要度(領域重要度)
　ある領域の自分にとっての重要度合い。高いと妬みが喚起されやすい。
　　例）ある地域で生きる上で必要 大切とされる優先順位が高いもの　
　　　　日本なら、親にとっての教育

支援の獲得可能性
　相手との差が少ないがために、自分も相手のような望ましい状態になれるだろう 獲得
できるだろうと見込む認知の度合い。高いと妬みが喚起されやすい。
　　例）自分も他の人と同等の支援を受けられるだろう
　　　

 3つの基準がわかりにくいときは、受けられなかった支援を”諦められない”
場合妬みを抱く、と考えるとよい！
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 妬みが生じても問題が発生しづらい
　＝妬みが弱いor阻害要因が強い

阻害要因
　元々の強い人間関係、恩恵の再分配の仕組み、社会的地位、

妬みを抱いた者の行動の影響力が低いこと、行動 反抗する
ことへの諦め



③何を調査すればいいのだろう

　②で考えた方法(仮説)が、本当に対象地で”妬み
を生じさせないor妬みを生じさせても問題を発生
させない”ということを証明するには、何を調査 
検証すればよいのだろうか？

　前半の発表を参考に調査すべきことをあげよう
（ 妬みが発生する要因、阻害要因が存在するかを主に
調査するのでそれを具体化しよう）

　
　4分：個人で考える
　　 2分：共有+整理
　　　　 3分：全体で共有



③’どう調査すればいいのだろう

③であげた調査 検証事項について、誰に,どのようなこ
とを,どのような手段で聞くか

これは、ぜひ、団体で考えてみてください！

 お薦めのリサーチ本
　　『途上国の人々との話し方ー国際協力メタファシリテーショ

ンの手法ー』(和田)
　　『最底辺のポートフォリオ』(ジョナサンその他)
　　『フィールドワークの技法』(佐藤)



④調査結果を元に支援内容を再考

　　実際の支援では、③で考えた調査を行った後、

再度どのようなプロジェクトを行うかを再考し、
実施という形になります。



最後に

今回は支援や妬みによって生じる問題の一部を切り取って考え
てもらいました。

実際はもっと複雑で、どうにかしようとするのが難しいことも
あるかもしれませんが、団体の中でも妬みや生じる問題、他
の悪影響を考慮した支援づくりを考えてみてください！

困った場合は
Ktz.baseball.gintama@gmail.com　本嶋宛
andyfey@gmail.com　ADYF宛
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